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食道がん
局所進行
非小細胞肺がん
限局性肺がん
（保険適用外のもの）

転移性腫瘍
（肺・肝・リンパ節の
少数個転移）

肝細胞がん
（保険適用外のもの）

腎臓がん

前立腺がん

大腸がん
術後局所骨盤内再発※

肺がん（I～IIA期）※

膵臓がん※

頭頸部がん

肝細胞がん（４cm以上）※
肝内胆管がん※

子宮頸部扁平上皮がん
（長径6cm以上）※
婦人科領域悪性黒色腫※

子宮頸部腺がん（Ⅱ～ⅣA期）※

骨
軟
部
腫
瘍※

※手術による根治的な治療法が困難であるものに限る

適用部位

公的
医療保険

先進医療
適用部位

先進医療適用の場合、照射費用約314万円※は患者さん負担となりますが、加入さ
れている民間の医療保険やがん保険の契約内容によって補償される場合があります。
※ほかに診療・検査・投薬など（保険診療）の費用がかかります。

公的医療保険の治療費は、
高額療養費制度を適用で
きることから、実際のご負
担額は、収入と年齢によっ
て決まる月ごとの自己負
担上限額となります。

年収の目安
住民税非課税
約370万円以下

約370万円 ~ 約770万円
約770万円~約1,160万円
約1,160万円以上

実質自己負担額の目安
8,000円~35,400円
18,000円~57,600円

約95,000~ 
約180,000円~
約270,000円~

対象となるがんと治療費



放射線治療の一種です。通常、エックス線という放射線
が使われますが、重粒子線治療は炭素イオンをがんに
照射する治療です。

他の放射線に比べ破壊力が強く、今まで効きにくいと
されてきた骨肉腫などにも効果を発揮します。

がんに集中的に照射が可能で、周りの正常臓器にはダ
メージが少ない治療です。

重粒子線のほうが他の放射線より正常範囲に当たらず
がんに集中しています。 両室共に国内5台目の3Dペンシルビームスキャニング法を採用し、標的とする腫

瘍の形状に合わせて塗りつぶすように細い重粒子線を照射します。線量分布に
優れ、治療期間中の腫瘍形状の変化にも対応しやすい照射法です。

水平方向からのビームで主に前立腺がんの治療を行います。

世界3台目となる重粒子線回転ガントリー照射装置です。360度あ
らゆる角度から治療部位にピンポイントで重粒子線を照射します
ので、患者さんは楽な姿勢のままで治療を受けていただけます。

他の放射線と比べ、重粒子線照射回数が少なく、概ね
半分以下の短い期間で治療できます。

山形大学医学部
東日本重粒子センターは、

世界初の
総合病院接続型の治療施設です。

持病のある方もケアを
受けながら治療を受ける
ことができます。

●放射線の種類

●重粒子線とエックス線の線量分布の比較

※量子科学技術研究開発機構HPより改編
重粒子線はがんに集中してダメージを与えて止まるため、正常臓器への影響を少なくできます。

※すべての照射が完了した際の照射影響範囲
　イラストは前立線がんの場合のイメージです。

（ーつの方向から照射した場合）
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『重粒子線治療』とは 照射治療エリア

効き目が強い1

正常臓器への負担軽減2

短期間で治療できる

3Dペンシルビームスキャニング法
（高速スキャニング照射）

3

『重粒子線治療』を

３お勧めする つの理由

重粒子線とエックス線の照射範囲の違い

固定
照射室

回転
ガントリー
照射室
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❶山形大学医学部附属病院
〒990-9585 山形県山形市飯田西2-2-2

❷山形大学医学部
東日本重粒子センター

大学病院行バス

©2020 Yamagata University 
AII Rights Reserved.

山形駅前バス停留所

●タクシー

● バ  ス
仙台駅前から上山行き高速バス（山交バス・宮城交通）23番
乗り場乗車、大学病院口下車（約75分）
山形駅前から大学病院・東海大山形高行きバス（山交バス）
乗車、大学病院下車（約15分）

JR山形駅から約10分

アクセス

お問い合わせ

山形大学医学部東日本重粒子センター事務室

受付時間9：00～17：00（土日祝日を除く）
023-628-5404TEL

東日本重粒子センター 検索
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